
区
域
の
整
備

開
発
及
び|地 区施 設の | 当地区に隣接するアイランドシティ中央公園と水辺空間をつなぐとともに、
保 |整 備 方針 |地区内において緑豊かなゆとりある空間を創出するため、 緑地を適切に配置す
全 I Iる。
の
方
針

l戸建住宅環境形成ゾーン}
緑豊かな、 ゆとりと潤いのある戸建住宅地の形成 ・保全を図る。

面 積 約 23. 7ha 

地区施規模設の配置 名称 面 積 摘 要
及び

緑地 A 約 O. 6 ha 
※緑のて向地は上の、に配地置域置すにのる回あこ遊たと性っ. 

緑 地 B かヲ O. 2 118 

緑地 緑地 C 先手J O. 5 ha 

緑地 D 約 O. 5 ha 

緑地 E 約 O. 2 ha 

地区 JU:の名称 中高層住宅環境形成ゾーン 戸建住宅環境形成ゾーン
の
区分 地Eの面積 約 14. 2ha 約 9. 5 h a 

建築途物等の 建げ築してはならない建築物は、次 建築することができる建築物は、
用 の制限 に掲 るものとする。 次に掲げるものとする。

1. 建築げ基る準建法築別物表第二 (に)項 1.建掲築基準法別表第二 (ろ)項
に掲 に げる建築物

建築物の 8/1 0 

容最積高 率限 度の

建築物の 5/10 
地 建 建ベい率の

築 最高限度 なお、建築基準法第53条第3項
区 物 の規定は適用 しない。

等
整

関 建築物の 200rri 
備 す 敷最地面積の

る 低限度 ただし 次の各号のーに該当する
計 事 建築物の敷地については、この限り

項 でない。
画 1.公民館、集会所その他これら

に類する建築育物で、地区内住
民の社会教動 的な活動あるい
は自治活 の目的の用に供す

るたれ査め派らに出に設類所けす、る公るも衆建の便築2.巡 所その他
こ 類る 築物で、公
益上必要なもの

壁面の位置の 1. 計画図に示す位置において、建 1 .計画図に示す位置において、建
制 F畏 築物の外壁又道はこれに代わる柱 築物の外壁道度又はこれにi-¥::わる柱

の面から、 路境界線及び隣地 の面から、 路境界線までの距
境界線までの距離すの最低限度は、 離の最低限は、 1. 5m又は
3m又は2mとる。 1mとする。

2.上記以外において、建築物の外
壁又はこれに代わる柱の面から、
度隣地境界線までの距離の最低限

は、 2mとする。

建築物等 の 建築物の高さは、 10m以下とす
高さ の る。
最高限 度

建築態物又等の 建築物の屋根及び外壁然又はこれに代わる柱の形態・意匠及び色彩について
形は は道、緑地や水面などの自 環境や周辺の環境景観に調和したものとし、地区内外
意匠の制限 の路や公園、水辺などの公共空間からの に配慮する。

福岡都市計画地区計画の決定(福岡市決定)

都市計画アイランドシティ 照葉住宅地区地区計画を次のように決定する。

名 称 |アイ ランドシティ照葉住宅地区地区計画

位 置 |福岡市東区香椎浜三丁目の一部

面 積 |約 23. 7 ha 

地区計画の目標 | 当地区は、本市の都心部から北東へ約9km、東部副都心の新たな拠点とし
て整備が進められているアイランドシティの南東部に位置する地区であり、ア
イランドシティにおける初動期のまちづくりと して、コミュニティを大切にし
ながら、のびやかな空間・ 豊かな自然環境を備えた 「照葉くTeriha>のまちづ
くり Jが進行中である。

当地区では、道路や公聞などの公共空間と連携した緑豊かなオープンスペー
スを確保するとともに、地区内外の自然環境と融合したゆとりと統一感のある
街並みを有する住宅地の整備が進められており、住宅地としての良好な市街地
環境の形成・保全を図ることを目標とする。

土地利用の方針 | 住宅市街地の形態に応じた良好な住環境の形成・保全を図るため、地区を次
のよ うに区分し、各ゾーンの土地利用の方針を以下のように定める。

{中高層住宅環境形成ゾーン]
地区内の公園や緑地に連続する、緑豊かなオープンスペースを有した、良好

な中高層住宅地の形成 ・保全を図る。

[各ゾーン共通]
地区内外の自然環境と一体となった魅力ある緑地空間を創出するため、敷地

内の緑化に努める。

地
な

当
好、良

め定
ら

を
が

限
な

制
り

な
図

う
を

よ
携

の
連

次
の

れ
と

ぞ
等

れ
定

そ
協地

て
緑

じ
ゃ

応
定
。

に
協
る

性
築
図

特
建
を

の
、
全

ン
る
保

)
め
・

ゾ
定
成

各
に
形

た
別
の

れ
て
地

さ
い
街

分
お
市

区
に
宅

区
住

の
針

等
方

物
の

築
備

建
整

{中高層住宅環境形成ゾーン}
建築物の用途の混在を防止し、良好な中高層住宅地の環境の形成・保全を図

るため、建築物等の用途の制限を定める。
また、道路や公園などの公共空間や隣地に対して、圧迫感を軽減するととも

に良好な街並みの形成を図るため、壁面の位置の制限を定める。

{戸建住宅環境形成ゾーン]
建築物の用途の混在を防止し、良好な戸建住宅地の環境の形成・保全を図る

ため、建築物等の用途の制限を定める。
ゆとりある良好な戸建住宅地の環境の形成 ・保全を図るため、 建築物の容積

率の最高限度、建築物の建ペい率の最高限度、建築物の敷地面積の最低限度及
び建築物等の高さの最高限度を定める。

また、道路など公共空間からの良好な街並みの形成を図るため、壁面の位置
の制限を定める。

[各ゾーン共通]
自然環境と調和した、良好な街並みの形成・保全を図るため、建築物等の形

態又は意匠の制限を定める。

その他当該区域| 地区内で行われる個別の建築行為にあわせて、緑豊かなオープンスペースや
の整備及び開発 |歩行者空間を確保し、縁の連続性や地域の回遊性の向上を図る。
に関する方針

「地区計画及び地区整備計画の区域並びに地区の区分による各ゾーンの区成、壁面の位置の制限は
計画図表示のとおり J

理品の良好な住宅市街地環境の形成保全を図山駒山決定するもので抗 |東 181
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区分 説 明

①一② 地番界

②一③
見通し界
(t也語界でおる②の点から量iJ1&中心織に向かつて
塁a:に延長した線}

③ー④ 道路中心

④一⑤ 見通し界 (⑤ ー①延長)

⑤一① 地番界

凡 伊l

地区計画区培
(地区整備計画区域)

中高層住宅環境形成ゾーン

戸建住宅潔境形成ゾーン

緑地A 約O.6ha 

緑地B 約O.2ha

2 |緑地C 約O.5ha

約O.5ha

緑地E 約O.2ha 

※tt!I織の回遜性の向ょに
資すること。

-・・園田 3m

圃・・・・ 11 2m 
壁画の位置の制限

ー・園周回 1.5m 

e) 

O .~冶F叶-へ骨npe， JR. : J 3 ||・・・・・ 1m 
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